
このメールは、日本女性薬剤師会が企画するセミナー・研修等に参加された皆様に BCCでお送りしております。 

既にセミナー等に参加申し込みしている皆様にも重複してお知らせしておりましたらお許しください。 
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★10月のトピックス 

① 薬剤師から伝える、10月の健康チェック 

「薬と健康の週間」に、薬と心身の健康を見直しましょう 

10月 17日（土）から 23日（金）までは、**「薬と健康の週間」**です。 

「薬と健康の週間」は、医薬品を正しく使用することの大切さと、そのために薬剤師が

果たす役割の大切さを、広く知っていただくための週間です。2026年度は、厚生労働

省、都道府県、日本薬剤師会、都道府県薬剤師会が主催して実施されます。「薬と

健康の週間」の実施について｜厚生労働省 

この機会に、日頃使っている「薬」と、毎日の「心とからだの健康」を一緒に見直して

みませんか。 

薬剤師としてこの活動に参加する際に活用できる資料をご紹介します。 

 

 

② 健康教室などに活用できる資材のご紹介 

薬剤師としてこの活動に参加する際に活用できる資料をご紹介します。 

くすりの適正使用協議会ホームページには市民向けにお薬について解説する資料がそろっています。 

「くすり知恵袋」には、一般の方向けに公開されており、私たち薬剤師が市民講座などで活用できるパワーポイン

ト資材も用意されています。 

・ポリファーマシー啓発資材「あなたのくすり いくつ飲んでいますか？」100部単位で無料配送 

薬の種類が増えてきた方や、ご家族の服薬管理を考える際に役立つ一般向け資料です。 

・学校薬剤師の先生方へ 

・オーバードーズの迷路から脱出～はじめの一歩～ | くすり知恵袋 | くすりの適正使用協議会 

・くすり教育 - 担当者のための教材サイト（小学生・中学生・一般向けに使用できるスライドなど） 

 各地で開催される健康イベントに薬剤師として参加される際に、ご活用ください。⇒ RAD-AR くすりの知恵袋 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kusurikenko_r8_00001.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kusurikenko_r8_00001.html?utm_source=chatgpt.com
https://www.rad-ar.or.jp/?utm_source=chatgpt.com
https://www.rad-ar.or.jp/knowledge?category=patient
https://www.rad-are.com/items/document.html
https://www.rad-are.com/items/document.html
https://www.rad-ar.or.jp/knowledge/post?slug=polypharmacy
https://www.rad-ar.or.jp/knowledge/post?slug=overdose
https://www.rad-are.com/
https://www.rad-ar.or.jp/knowledge


★日女薬研修・セミナーのご案内 

日本女性薬剤師会は通信教育講座に加え、学術講演会（ハイブリッド開催）、医療安全 WEBセミナー、臨床

薬学研修や e-learning も充実し、自宅で学べる研修を多数企画しています。 

① 日本女性薬剤師会 スマートスタディ e ラーニング 

「臨床薬学 e-Learning」－基礎から学ぶ代表的な婦人科疾患－ 

新たにプライマリ・ケア現場での女性の診かた講座が開設されました。現在 6 講座開講中です。受講

は、初回ログインから 2か月間可能 

案内チラシとお申し込みはこちらから↓ 

①婦人科がんの薬物療法；卵巣がん 申し込みは 2027年 2月 1日まで 

②不妊症と不妊治療；保険診療から妊孕性温存まで 申し込みは 2027年４月１日まで 

③異所性妊娠とは？ー診断と治療の実際ー 申し込みは 2027年 5月１日まで 

④薬剤師さんに知ってほしい、月経に異常をきたす疾患の診断と治療ー子宮内膜症・子宮筋腫・子宮腺筋

症ー 申し込みは 2027年 6月 1 日まで 

⑤子宮内膜症の治療法 申し込みは 2027年 8月 31日まで 

新着⑥プライマリ・ケア現場での女性の診かた 申し込みは 2027年 9月 30日まで 

 

●日本女性薬剤師会 e ラーニング受講手順（2026/4/17更新） 

●受講される皆さんへのお願い（2026/5/13更新） 

●スマートスタディ受講ユーザーの動作確認環境 動作環境表 

 

② 東海・近畿ブロック研修会 in 京都の開催案内（2026年 11 月 3日） 

 

 

https://jyoyaku.org/event/#e-Learning
https://jyoyaku.org/dl/eLearning/e-Learning-2026_01hujinkagannoyakubutsuryouhou.pdf
https://jyoyaku.org/dl/schedule3/20260501-20270430_nichijyo-e-learning_2.pdf
https://jyoyaku.org/dl/schedule3/20260601-20270531_nichijyo-e-learning_3.pdf
https://jyoyaku.org/dl/schedule3/20260801-20270731_nichijyo-e-learning_4.pdf
https://jyoyaku.org/dl/schedule3/20260801-20270731_nichijyo-e-learning_4.pdf
https://jyoyaku.org/dl/schedule3/20260901-20270831_nichijyo-e-learning_5.pdf
https://jyoyaku.org/dl/schedule3/20261001-20270930_nichijyo-e-learning_6.pdf
https://jyoyaku.org/dl/eLearning2/e-Learning_LearningFlow_2026-0417.pdf
https://jyoyaku.org/dl/eLearning2/e-Learning_ParticipantNote_2026-0513.pdf
https://jyoyaku.org/dl/eLearning/e-Learning_SystemRequirements.pdf


③ 関東ブロック研修会 in 群馬 開催のご案内（2026 年 11月 22 日） 

 

 

④ 2026年度第２回医療安全 Web セミナーの開催案内 

テーマは心不全：開催日時：2026年 12 月 20日（日） 13:00～16:30 

   

 

★日女薬研修・セミナー参加報告 

① 日本女性薬剤師会 2026 年度「臨床薬学」研修会 参加報告 

臨床薬学ワーキンググループ 髙井 美穂氏(京都府女性薬剤師会副会長) 

2026年 8月 2日（日）、「臨床薬学」研修会（婦人科ファーマシューティカルケア 婦人科専門領域研修 4）と

して、「薬剤師が支えよう！女性と家族の健康 〜学ぼう子宮体がんと男女の更年期〜」が Web オンライン配

信により開催されました。当日は、温泉川真由先生（がん研有明病院 婦人科副部長／総合腫瘍科医長）およ

び小宮ひろみ先生（国立成育医療研究センター 女性の健康総合センター センター長）を講師にお迎えし、産

婦人科医の専門的な視点からご講演を賜りました。 

第 1部では、昨年度の「卵巣がん」に関するご講演でも好評を博した温泉川先生より、「婦人科がん〜子宮

体がんの基礎知識と最新治療」と題してご講義いただきました。基礎知識から最新治療までを体系的に整理し

た、非常に充実した内容でした。 

講演ではまず、近年の子宮体がんにおける疫学動向や、長期にわたるエストロゲン刺激、肥満・糖尿病など

のリスク因子について解説いただきました。さらに、Lynch 症候群を中心に、親から受け継がれ全身の細胞に

存在する「生殖細胞系列変異」と、がん組織局所にのみ生じる「体細胞変異」との違いについても、わかりやす

くご説明いただきました。 

https://jyoyaku.org/dl/schedule3/20261122_gunma.pdf


治療に関しては、周術期治療における標準治療と本邦での最新治療、ならびに転移・再発期の薬物療法に

ついて幅広く学びました。dMMR／pMMR に応じた TC 療法、免疫チェックポイント阻害薬、分子標的薬、

PARP 阻害薬などの最新治療に加え、免疫関連副作用（irAE）のマネジメントや患者さんへの説明のポイント

についてもご教示いただきました。 

第 2部では、性差医療の第一人者である小宮先生より、「性差医療の視点で見る男女の更年期」をテーマ

にご講演いただきました。小宮先生は、「性差医療」とは、同じ疾患であっても男女で症状や経過が異なる場合

があることを踏まえ、女性に限らず、すべての人の医療の質向上に寄与するものであると説明されました。 

更年期については、女性では閉経前後 5年間、計約 10年間を指し、エストロゲンの低下に伴ってさまざま

な症状があらわれることが示されました。一方、男性の更年期は、加齢やストレスによるテストステロン低下を

背景とする症候群（LOH症候群）であり、女性の「閉経」のような明確な節目がないため、発症時期や期間に個

人差が大きい点が特徴であると解説されました。 

特に印象的であったのは、「心筋梗塞における症状の性差解析」です。男性では教科書的な「典型的」胸痛

を訴えることが多い一方、女性では顎や首の痛み、腹痛、嘔気・嘔吐、食欲不振、背部痛、肩の痛みなどの

「非典型的」症状を示す傾向があり、さらに予後が不良であることが紹介されました。 

男女の更年期治療としては、エストロゲンやテストステロンを用いたホルモン補充療法、漢方薬、対症療法

などが挙げられました。その中でも、医療者として最も大切にすべき姿勢は、患者さんの話に丁寧に耳を傾け

る「傾聴」であることを、改めて強く認識いたしました。 

なお、過去の本研修会のうち、講師のご了承を得られたご講演を e-learning＊として再配信しております。

毎回、素晴らしい講師をお招きして実施している大変有意義な研修会です。ご都合により参加できなかった方

や、理解をさらに深めるために復習されたい方は、ぜひ一度ご視聴ください。 

＊今後本研修会内容を e-learning として開講する予定です。8月 2日研修会参加者が復習で受講する場合

には、G16認定単位は取得できません。 

★日本薬剤師会学術大会 in 新潟 女性薬剤師会ランチ交流会の開催時間変

更のお知らせ 

日本海と信濃川を望むホテル日航新潟にて、美味しい中華料理を楽しみながら、

皆さまと和やかに交流できるひとときをご用意いたしました。 

学会プログラムに合わせて受付開始 13:00、ランチ会開始を 13：30 に変更しまし

た。ご参加の先生方はご注意ください。 

日頃の情報交換や親睦の場として、ぜひお気軽にご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

★日本プレコンセプションケア研究会のホームページのご紹介 



妊娠前からの健康づくりを支え、次世代の健やかな未来を目指す「日本プレコンセプションケア研究会」を発足

しました。医療・保健・教育など多分野の専門家が連携し、研究・情報発信・実践の推進を通じて社会への普及を

行頭図ります。日本プレコンセプションケア研究会ホームページ 

プレコンセプションケアのセミナーや研究活動、啓発事業など、研究会の取り組みや成果をお伝えします。活動報

告につきましては、下記 URLよりご覧いただけます。 

https://preconception-health.jp/20260822_report/ 

2026年 8月 22日（土）14:00～15:40に開催した第 1回プレコンセプションケア推進フォーラムのオンデマンド動画

視聴お申し込みフォームへのリンクがあり、ご登録いただくと、動画視聴用の URLが届く仕組みとなっています。本

フォーラムでは、医療機関や自治体におけるプレコンセプションケアの実践例をご紹介するとともに、今後の相談

支援体制や地域・多職種での連携について考えます。講演資料のダウンロードも可能です。 

プレコンセプションケアに関心をお持ちの医療従事者、自治体関係者、企業関係者をはじめ、多くの皆様に、今後

の取組や連携の参考としてご視聴いただけましたら幸いです。 

・第二回プレコンセプションケア推進フォーラムは 2027年 1月 30日ハイブリッド開催の予定です。 

プレコンセプションケア関連資料はこちらから⇒はじめよう プレコンセプションケア - こども家庭庁 

★厚生労働省ホームページ情報 

⚫ 薬価基準収載品目リスト及び後発医薬品に関する情報について（令和 8年 10月 1日適用）｜厚

生労働省 

 

⚫ 「「オンライン診療の適切な実施に関する指針」に基づく薬局における調剤」及び「薬局・店舗販

売業の店舗における要指導医薬品たる緊急避妊薬の販売」について 

https://www.mhlw.go.jp/stf/kinnkyuuhininnyaku.html 

 

⚫ 一般用医薬品の乱用（オーバードーズ）について （薬剤師、登録販売者の方へ） 

 

★日本女性薬剤師会 新規会員募集中！ 

 当会が企画するセミナーや学術講演会、通信教育講座や e-learningなどを会員価格で受講できま

す。 

日本女性薬剤師会は、「本部」と「府県女性薬剤師会（県女）」の二層構造になっています。 

原則として、居住もしくは勤務先の府県に女性薬剤師会がある方は各府県女性薬剤師会にご入会いただきま

す。各府県女性薬剤師会にお問合せください。（県女に入会すると、自動的に日本女性薬剤師会の会員となり

ます）※各府県女性薬剤師会がある地域でも、本部個人会員として入会することは可能です。ご事情に応じ

て、どちらの形でもご入会いただけます。 

本部個人会員のご入会申込は、下記の入会届を FAX でお送りいただくか、入会届内に記載された Google フォ

ームのリンクよりご登録ください。 

2026年度 日本女性薬剤師会 入会届（Google フォーム用 QR コード付き） 

女性薬剤師の専門性向上とネットワークづくりをともに進めていく仲間として、皆さまのご入会をお待ちしておりま

す。 

 

このメールに関するお問合せ、配信停止のご連絡はこちらでお受けします。jwpasafety@gmail.com 

https://preconception-health.jp/
https://preconception-health.jp/20260822_report/
https://precon.cfa.go.jp/
https://www.mhlw.go.jp/topics/2026/04/tp20260401-01.html
https://www.mhlw.go.jp/topics/2026/04/tp20260401-01.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/kinnkyuuhininnyaku.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/index_00033.html
https://jyoyaku.org/about/jyoyaku/#location
https://jyoyaku.org/dl/admission_2026.pdf
mailto:jwpasafety@gmail.com

